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資
本
主
義
経
済
の
発
展
段
階

1

i
『
経
済
学
か
ら
歴
史
学
へ
』
の
補
足
け

1
l

堀

江

英

一
わ
た
し
は
、
最
近
公
刊
し
た
『
経
済
学
か
ら
歴
史
学
へ
」
(
有
斐
閣
)
の
た
か
て
、
マ
ル

F
凡
主
義
経
済
学
の
な
か
で
資
本
主
義
経
済

一
発
肢
に
つ
い
て
D
具
体
的
な
浬
諭
が
成
立
し
て
く
る
過
程
を
説
明
し
た
。
そ
の
要
点
は
つ
ぎ
の
通

p
て
あ
と
。

一

一

マ

Z
入

は

、

草

木

論

5
2て
資
本
主
義
経
済
の
構
造
理
論
か
ら
資
本
主
義
経
済
の
発
展
理
論

1ll単
純
商
品
径

一
済
・
小
刻
方
・
単
純
協
業
・
マ
ェ
ュ
プ
ァ
グ
チ
品

7
・
工
場
と
い
う
発
展
順
序
セ
み
ち
び
き
だ
し
た
。
マ
ル
ク
ワ
ハ
の
発
展
理
論
り
基
準

一
こ
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
場
所
か
ら
あ
き
b
か
な
よ
う
に
、
『
資
本
の
生
産
過
程
』
と
く
に
剰
余
価
値
の
生

)
立
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
マ
ル
ク
エ
の
発
艮
理
論
は
資
本
主
義
的
「
生
産
」
の
発
肢
順
序
に
つ
い
て
の
理
論
て
あ
る
。

第
一
節

R司

題

レ

l
ニ
Y

は、

『
発
展
』
の
た
か
で
、

マ
ル
グ
ス
の
資
本
主
義
的
「
砕
一
産
」
の
発
展
到
諭
を
整
理
し
て
、
小
営
業
段
階
(
単
純

商
品
経
済
・
親
方
・
単
純
協
業
〉
・
資
本
主
義
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
お
よ
び
資
本
主
義
的
家
内
労
働
段
階
・
機
械
制
大
工
業
段
階

(
工
場
)
と
い
う
資
本
主
義
的
「
生
産
」

り
発
展
段
階
理
論
士
完
成
す
る
と
と
も
に
、

さ
b
に
重
要
左
こ
と
に
は
、

『
資
本
の
生
産
過

資
本
主
義
経
済
の
亮
展
段
階

第
八
十
一
巻

。
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四
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資
本
主
義
経
済
の
発
展
段
階

第
八
十
一
巻

。
四

第
四
号

程
』
の
庄
一
準
か
ら
の
廷
艮
段
階
浬
論
台
国
内
市
場
の
発
展
と
結
合
し
て
具
体
化
し
た
。
己
う
し

τ資
本
主
義
経
済
の
発
艮
理
論
は
『
資

本
の
生
産
過
程
』
と
「
資
本
の
流
通
過
程
』
の
両
側
面
か
ら
と
ら
え

b
れ
る
こ
と
に
た
っ
た
。
こ
う
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
資
本
主
義

経
済
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
段
階
に
ゐ
け
る
「
生
産
」
と
「
市
場
」
と
の
規
定
を
知
る
己
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
。

『
発
展
』
の
も

一
つ
第
一
の
独
自
性
は
こ
こ
に
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
こ
こ
に
市
場
と
市
場
構
造
と
の
研
究
に
つ
h

て
最
良
の
典
拠
を
み
る
こ
と
が
で
き

る。
語
い
ま
書
い
た
よ
う
に
、

ν
1
ニ
ソ
は
マ
ル
ク
ス
の
単
純
向
品
経
済
・
小
規
方
・
単
純
協
業
と
い
う
発
展
順
序
を
小
営
業
ま
た
は
小
商
品
経
済
と
い

う
資
本
主
義
発
政
の
第
一
段
階
に
一
括
し
た
(
『
売
品
』
第
五
牢
参
岡
山
)
。
そ
れ
は
『
資
本
論
』
に
そ
の
根
拠
が
b
り
、
レ

l
ニ
ン
は
そ
れ
に
し
た
が
勺

た
の
で
あ
る
。
小
親
方
に
つ
い
て
.
『
資
本
論
』
は
「
賢
本
家
と
材
冊
者
と
の
中
川
物
に
す
ぎ
な
い
。
あ
る
特
定
日
度
の
賢
本
制
的
生
産
は
、
資

木
京
が
全
時
間
を
他
人
の
舟
仰
の
車
得
、
し
た
が
っ

τ
ま
た
統
制
の
た
め
に
、
お
よ
び
こ
の
労
働
の
生
産
物
の
販
売
の
た
め
に
、
ふ
り
向
け
う
る
こ
と
を

来
仕
と
す
る
」
(
青
木
文
即
版
第
二
冊
五
二
二
頁
・
岩
波
文
耶
庶
第
二
冊
一
ニ

O
O
E
-
-
-第
一
部
第
三
浦
抗
九
主
)
と
述
べ
、
小
規
万
経
常
日
疎
開
な
也

味
で
の
「
資
本
制
的
生
産
」
で
な
い
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
ぎ
た
昨
純
「
協
業
吋
て
の
も
の
は
、
例
々
別
ん
の
独
立
労
働
古
あ
る
い
は
小
税
方
白

川
正
毘
池
山
刊
に
対
立
す
み
資
本
制
的
生
産
過
程
の
独
立
的
形
態
と
し
て
現
象
す
る
」
が
、
「
資
本
制
的
生
産
株
式
の
あ
る
特
殊
的
発
良
時
代
の
同
定
的
・

比
徴
的
な
形
態
を
な
す
も
の
で
は
な
い
」
(
青
木
文
仰
阪
第
二
間
五
六
一
一
具
・
岩
波
文
咋
版
第
三
叩
凹
六
じ
瓦
前
一
部
第
四
諦
釦
一
一
軍
〕
。
こ
う

し
て
、
小
親
方
と
単
純
協
業
こ
は
、
資
ー
一
不
±
一
義
的
生
産
の
売
民
段
附
と
し
て
は
、
且
純
刊
口
m
経
済
と
一
括
し
て
、
小
山
中
ハ
設
ま
た
は
小
商
品
経
済
の
段
階

と
ず
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ロ

ν

一一一
J

は
、
こ
う
し
亡
、
小
針
業
・
資
本
主
義
的
マ
ュ
ュ
ア
ァ
ク
チ
ι

ア
な
よ
び
資
本
主
義
的
家
内
労
働
・
機
械
制
大
工
業

こ
い
う
資
本
主
義
経
済
む
発
展
段
階
刊
一
論
主
催
立
し
た
が
、
こ
り
発
段
段
階
理
論
は
全
体

ω経
済
発
展
か
ロ
資
本
主
域
的
訪
要
素
だ
け

乞
拍
匁
し
、
し
か
も
こ
う
し
て
抽
象
さ
れ
た
資
本
主
義
的
諸
要
宗
の
う
ち
り
最
前
の
要
素
仏
主
っ
て
段
階
主
設
定
し
他
の
安
素
吉
拾
象

し
た
、
い
わ
ば
「
波
頭
心
理
論
」
て
あ
る
。
だ
か

b
、
発
展
段
附
理
論
は
一
一
つ
の
捨
象

1
l先
資
本
主
義
的
諸
要
素
と
iZ
く
れ
た
資
本



主
義
的
諸
要
素
と
の
捨
象
の
う
え
で
設
定
さ
れ
た
抽
象
的
な
完
投
段
階
理
論
J

し
あ
る
。
そ
こ
そ
、
機
械
制
大
工
業
ぷ
支
配
的
で
あ
る
段

階
の
ロ

γ
ア
十
九
世
紀
の
具
休
的
な
ロ
シ
ア
の
経
済
情
造
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
レ
ニ

γ
位
、
か
れ
む
「
発
展
』
の
在
か
で
、

機
械
制
大
工
業
の
ほ
か
に
資
本
主
義
的
マ
一
一
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
お
よ
び
資
本
主
，
戒
的
家
内
労
働
、
さ
ら
に
小
営
業
が
同
時
に
並
存
す
る

こ
と
、
同
時
並
存
し
な
が
ら
も
小
営
業
l
↓
資
本
主
義
的
マ
ニ
ュ
プ
ァ
グ
チ
ュ
ア
お
よ
び
資
木
主
義
的
家
内
労
働
1
↓
機
械
制
大
工
業

と
い
う
発
肢
が
日
々
進
行
し
て
い
る
こ
と
、
具
体
的
な
機
械
制
大
工
業
段
附
心
経
済
制
迭
は
こ
う
し
た
復
合
体
て
あ
↑
る
と
と
主
、
あ
き

ら
か
に
し
た
。
レ
ー
ュ

γ
は、

「
波
頭
の
理
論
」
ゼ
あ
る
発
民
段
階
型
前
世
全
体
の
経
済
桝
造
の
た
め
の
児
論
に
転
用
し
た
。
こ
う
し

て
ν

ュ
y
が
十
九
世
記
十
点
の
一
戸

V
7
経
済
て
は
機
械
制
大
工
業
段
階
に
達
し
て
い
る
と
い
う
と
き
、
そ
の
機
械
制
大
工
業
段
階
な
る

も
の
は
い
ま
古
て
説
明
し
て
一
ざ
た
発
展
段
階
市
川
愉
の
州
魚
性
主
克
服
し
た
具
体
的
な
経
済
構
造
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
発
展
』

の
も
つ
第
二
の
独
自
性
は
こ
こ
に
あ
る
。

こ
う
し
た
経
過
を
わ
た
し
は
「
経
、
d
学
か
ら
歴
史
学
へ
』
の
な
か
て
説
明
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
と
て
こ
う
い
う
問
題
が
う
ま
れ

て
く
る
|
|
発
展
段
階
理
論
を
レ

l
一一
γ
的
理
論
段
階
に
ま
て
共
体
化
す
る
場
合
、
小
営
業
段
階
、
資
本
主
義
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

ア
か
よ
ぴ
資
木
主
北
的
家
内
労
働
段
階
、
機
叫
例
制
大
工
業
段
階
の
p
f
礼
ぞ
れ
の
全
体
的
経
済
桝
造
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

一
ろ
う
か
つ
わ
た
し
た
ち
は
、

レ
l
ュ
ン
が
機
峨
制
大
工
業
段
問
に
つ
い
て
行
っ
た
全
経
済
榊
造
的
把
橿
を
、
そ
れ
以
前
日
段
階
に
つ
い

て
も
行
わ
ね
ば
な
ら
な
加
。

わ
た
し
は
、

「
経
済
学
か
ら
座
史
学
へ
』
の
な
か
で
そ
の
必
要
企
示
唆
し
た
だ
け
で
、
そ
れ
を
行
わ
な

か
っ
た
。
己
己
て
は
、
そ
れ
に
つ
h

て
簡
単
に
指
摘
し
た
い
。

第
二
節

資
本
主
義
の
三
つ
の
取
引
展
段
階

資
本
主
義
経
済
の
発
展
段
階

有

1
」

』

一

占

F
一
ノ
一
一
乍

O 
五

開
四
号



資
本
主
著
経
済
の
発
良
段
階

第
八
十
一
巻

O 
ァミ

第
四
号

四

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
問
題
全
一
義
的
に
解
決
て
き
な
い
。
ま
ず
第
一
に
、
同
じ
段
階
た
と
え
ば
機
械
制
大
工
業
段
階
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
全
体
の
経
済
構
造
は
閣
に
よ
っ
て
か
な
り
ち
が
ヮ
て
円
る
は
ず
で
あ
る
。
第
二
に
、
同
じ
国
の
同
じ
段
階
の
経
済
市
造
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
段
階
を
構
成
す
る
期
間
の
う
ち
に
発
展
が
あ
り
変
化
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

だ
か
泊
口
、
己
の
問
題
は
闘
と
時
期
と
に
し
た
が
っ
て
具
体
的
に
解
訣
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
具
体
的
な
問
題
て
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
本
主
義
の
発
展
に
法
則
性
が
あ
り
、
そ
の
法
川
性
が
貫
徹
す
る
と
す
る
た
b
ば
、
資
本
主

義
経
済
の
あ
る
発
民
段
階
の
全
体
の
経
済
榊
造
に
は
一
定
の
俳
徴
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。
わ
た
し
は
こ
こ
で
は
イ
ギ
リ
マ
ハ
を
と
り
あ
つ
か
っ
た
『
資
本
諭
』
と
ロ
シ
ア
を
と
り
あ
づ
か
っ
た
『
発
投
』
と
炉
ら
摘
記
し
て
、

『
発
艮
』
の
方
法
に
し
た
が
っ
て
そ
れ
色
整
肌
し
榊
成
し
た
も
お
し

τみ
よ
う
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
『
発
展
』
の
方
法
主
あ
き
b
か
に
し

理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
具
体
的
分
析
に
と
っ
て
か
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
マ
ル

F
ス
主
義
は
た
だ
し
い
方
法

を
史
求
す
る
が
、
方
法
が
具
体
的
分
析
に
と
っ
て
か
わ
る
こ
と
こ
そ
を
峻
招
ず
る
も
の
だ
か

b
て
あ
る
。

小

営

業

段

階

『
資
本
論
』
の
叙
述
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
、
小
常
業
段
階
が
位
置
す
る
経
済
榊
造
の
物
質
主
説
明
し
よ
う
。

『
資
木
論
』
の
叙
述

の
順
序
が
抽
象
か
ら
具
体
へ
の
上
向
方
法
て
あ
る
か

b
に
は
、
わ
た
し
の
説
明
は
捨
象
さ
れ
た
諸
妥
悶
を
復
元
し
て
具
体
的
な
経
済
構

造
の
特
質
を
あ
き
ら
か
に
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

資
本
主
義
経
済
の
抽
象
的
な
発
民
段
階
と
し
て
の
小
営
業
は
、
さ
き
に
述
ベ
た
よ
う
に
、
単
純
向
品
経
済
・
小
親
方
・
単
純
協

栄
の
三
者
を
ふ
く
ん
で
お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
心
歴
史
的
判
質
は
寸
資
本
論
』
の
第
一
部
白
「
第
一
筋

商
品
と
貨
幣
」
・
『
第
三
篤



絶
い
刈
的
刺
余
価
低
の
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産
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協
業
』
を
発
日
比
迎
論
と
し
て
理
解
す
る
己
と
に
主
っ
て
あ
き
ら
か
と
た
る
〈
『
経

済
学
か
ら
庶
山
学
へ
』
約
二
立
第
二
郎
一
二
一
・
三
・
目
。
な
お
『
売
民
』
第
五
M
A
-
-
ニ
・
三
・
凹
・
五
会
同
心
。

そ
れ
を
要
約
す
る
た
ら
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

前
純
商
品
鰐
村
山

労
倒
力
と
生
毘
手
段
と
の
白
州
的
市
町
子
山
に
立
脚
す
る
独
?V
生
産
者
が
社
会
的
介
業
関
係
に
く
み
こ
ま
れ
、
そ
こ
て
は

す
て
に
価
値
法
則
が
支
配
し
て
い
る
形
態
で
あ
る
。

小
況
方
単
純
商
品
経
済
吐
い
と
な
む
独
立
生
時
者
が
部
介
的
に
資
本
主
義
的
分
解
釈
は
じ
め
、
小
説
力
は
生
産
手
段
を
集
積
し
て
大

一
部
分
家
族
労
働
て
一
部
分
賃
労
働
て
己
れ
な
経
併
す
る
小
資
本
家
て
あ
り
、
し
た
が
っ
て
他
万
に
は
多
く
の
独
立
生
序
者
は
部
介
的
に

生
区
手
段
を
う
し
た
い
家
族
経
営
ば
か
り
で
な
く
賃
労
働
を
放
出
す
る
。
山
却
純
商
品
経
済
の
分
解
形
態
て
あ
る
。

一
単
純
協
栄
独
J
V
生
産
者
む
資
本
主
義
的
分
解
が
さ
ら
に
子
反
し
て
、
単
訓
協
業
つ
主
り
初
期
マ
ニ
ニ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
は
吉
き
に
引
用

し
た
「
特
定
一
一
川
皮
の
資
本
制
的
生
産
」
を
悦
ん
て
い
る
が

J
〈
れ
は
ま
だ
組
織
的
な
(
分
業
に
よ
る
)
集
団
的
生
産
力

l
社
会
的
労
働
淵

ね
に
よ
っ
て
さ
さ
え

b
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
散
発
的
て
あ
る
。

「
資
本
制
的
生
産
」
は
こ
う
し
た
つ
つ
ま
し
い
め
だ
た
な
い
姿

三
世
の
中
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

小
川
淀
ま
た
は
小
商
品
経
済
段
附
は
こ
の
三
者
を
ふ
く
み
放
す
什
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
小
営
業
者
ま
た
は
小
商
品
生
産
者
は
大
部
分

分
川
過
程
に
あ
る
農
民
大
衆
て
あ
4
Q
3

マ
ル
ク
λ

は、

「
資
本
論
』
約
一
部
勺
治
二
四
」
一
υ

h
わ
ゆ
る
本
源
的
苔
碕
』
の
な
か
で
、
こ

う
し
た
民
民
大
衆
の
歴
史
的
成
立
を
説
明
し
て
、

「
イ
守
リ
ス
て
は
農
奴
制
が
十
四
世
紀
白
終
頃
に
は
ず
て
K
事
実
上
消
滅
し
て
い
た
。

人
口
の
大
多
数
は
、
当
時
に
は
、
ま
た
十
五
世
紀
に
は
さ
ら
に
一
モ
う
白
白
て
自
営
の
民
民

入ベ

j
Mは
、
十
五
位
紀
を
判
色
づ
け
る
市
市
の
繁
栄
と
相
ま
っ
て
、
か
の
大
法
守
フ
ォ

l
テ
ス
キ
ュ
ー
が
そ
の
者
「
イ
ギ
リ
ス
法
の
設

か
ら
成
立
っ
て
い
た
。

か
よ
う

資
本
主
義
経
済
の
亮
民
段
附

第
八
十
一
巻

。
イ二

前
四
号

主王



資
本
主
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十
一
巻
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第
四
号

夫
」
て
却
弁
に
拙
寓
し
て
い
る
よ
う
な
人
民
的
富
士
可
能
な
ら
し
め
た
が
、

し
か
し
資
木
家
的
富
士
排
除
し
た
の
で
あ
る
」

(
汗
木
文

間
取
引
山
山
一
心
九
六
七
瓦
・
岩
波
文
印
阪
第
阿
川
二
じ
一
二
瓦
〕
と
述
べ
、
こ
れ
を
段
以
制
の
消
成

l
貨
幣
地
代
の
成
立
と
と
も
に
成
立

ず
る
「
氏
自
」
と
よ
ん
て
い
る
が
、
さ

b
に
初
三
部
『
第
四
七
草

資
本
制
地
代
心
発
生
児
』
の
な
か
で
、
こ
の
貨
幣
地
代
成
立

ω
歴

史
的
前
提
を
説
明
し
て

「
そ
れ
は

治
宝
淀
物
心
市
場
伯
仲
刊
位
、

b
よ
ぴ
、
治
生
陸
物
が
多
か
れ
少
か
れ
ほ
ぼ
価
値
ど
お
り
に
売

ら
れ
る
こ
と
を
|
|
従
米
の
(
地
代

収
括
二
一
同
一
一
一
一
一
二
百
・
岩
波
文
印
恥
第
二

E
三
口
頁
」
と
述
べ
己
い
る
。
価
値
法
則
の
支
配
が
単
純
尚
品
経
済
白
木
質
的
刻
定
て
あ

一
一
石
以
上
、
わ
た
し
た
ち
は
小
営
業
段
附
の
成
止
を
十
四
批
紀
木
の
貨
幣
地
代
目
成
立
と
閑
述
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
営
業
段
階

一
一
の
終
川
」
ど
さ
め
る
己
と
は
容
易
で
あ
る
|
|
毛
れ
は
本
米
的
マ
ユ
ュ
7
ァ
ク
チ
ュ
7
時
代
の
は
じ
ま
る
十
六
世
紀
中
止
措
(
背
木
丈
限
阪

一
市
三
時
五
六
一
一
一
瓦
・
岩
波
士
山
版
第
三
冊
凹
人
頁
第
一
部
抗
一
三
品
)
て
あ
る
③
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
て
は
ほ
ぼ
十
四
世
紀
末
か

b
十
六
世

川市若
)

v

山
形
態
の
も
と
で
は
そ
ん
な
と
と
は
決
し
て
必
要
て
な
い
|
l
l
前
提
と
す
る
」
(
古
木
丈
咋

紀
中
架
ま
で
が
小
川
凶
業
段
階
と
hv
う
こ
と
に
な
る

語
『
資
本
論
』
が
川
川
し
て
い
る
史
実
は
十
九
壮
記
六

O
先
代
的
で
の
研
究
に
し
た
が
っ
て
い
川
り
、
し
た
が
っ
て
そ
り
後
。
研
究
に
よ
る
史
実
に
よ

っ
て
ポ
閣
は
か
わ
て
く
つ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
『
資
本
論
』
に
述
べ
ら
れ
た
史
実
に
し
た
が
い
、
そ
の
後
の
新
し
い
V

研
究
の
発
肢
を
苛
え
な
い
こ

と
に
す
合

マ
ル
ク
ス
は
、
小
川
何
業
段
階
の
市
場
桝
造
に
づ
い
て
は
、
特
別
陀
在
に
も
述
へ
る
こ
と
が
で
き
在
か
っ
た
。
商
人
資
本
・
高
利

資
本
の
い
わ
ゆ
る
前
期
的
資
不
の
理
論
的
前
提
は
第
一
部
「
第
二
一
川

商
品
と
貨
幣
』
の

~可

知

貨
幣
ま
た
は
商
品
流
通
』
の

t戸J

貨
幣
』
|
|
仙
値
一
般
の
紘
品
と
し
て
の
「
貨
幣
と
し
て
の
貨
幣
」
の
と
と
ろ
で
あ
た
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
的
意
義

は
市
三
郎
の
『
第
二

O
主

商
人
資
本
に
悶
ず
る
歴
史
的
考
祭
』
と
『
第
三
六
本

先
m
H
木
制
的
な
も
の
』
と
の
な
か
で
説
明
さ
れ
て



い
る
u

わ
た
し
は
そ
れ
を
き
さ
に
簡
単
に
説
明
し
た
が
弓
経
済
学
か
ら
腔
史
学
へ
』
第
三
市
消
二
期
一
一
)
、

も
う
一
度
要
約
し
て
み
よ
う
1

何
人
資
本
・
高
利
資
本
心
前
期
的
資
本
は
、
商
品
経
済
を
前
提
す
る
だ
け
て
あ
日
従
っ
て
単
純
商
品
経
済
は
必
然
的
に
そ
れ
を
う
み
だ

す
こ
へ
間
口
刊
生
産
士
促
進
し
そ
の
市
場
主
民
大
ず
る
こ
と
、
旧
生
産
様
式

E
分
解
L
τ
自
立
的
貨
幣
財
産
を
集
積
す
る
こ
と
|
|
要

一
寸
る
に
資
本
主
義
の
歴
史
的
前
提
を
つ
く
る
が
、

「
鹿
児
的
発
投
段
階
ー
お
よ
び
、
こ
れ
に
一
三
て
あ
た
え
ら
れ
る
諸
事
情
」

同
/
一
れ
ら
の
歴
史
的
前
提
が
現
実
に
資
本
主
義
的
生
産
に
転
化
す
る
た
め
に
は
、

一
円
四
頁
第
三
却
第
三
ハ
草
)

る
だ
け
の
人
様
的
独
立
を
保
証
す
る
経
済
的
条
件
の
活
肢
を
必
民
と
す
る
。
近
稿
『
A
H
本
主
義
的
生
産
に
先
行
す
る
話
形
態
』
は
ま
さ

(
背
木
文
聞
版
第
一
一
冊
八
三
九
頁
・
岩
波
文
昨
版
第
一
ヘ
J

冊
四

す
な
わ
ち
生
政
手
段
を
う
ば
わ
れ
た
独
立
生
産
者
が
奴
設
中
長
奴
に
転
落
し
な
い
で
賃
労
働
者
に
転
化
す

一
し
く
こ
れ
セ
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
u

こ
こ
か

b
、
農
奴
制
白
消
滅
と
関
連
す
る
小
営
業
段
階
が
こ
の
転
化
条
件
を
み
た
し
て
い

一
る
も
の
と
、
マ
ル
ク
ス
主
え
て
い
る
と
?
な
け
れ
ば
な

b
5
0
だ
か

b
マ
ル
ク
ス
は
商
人
ま
た
は
高
利
貸
に
よ
る
独
立
生
産
者
の

「
こ
の
搾
取
形
態
は
、
中
世
後
期
に
お
け
る
ご
と
く
、
資
本
制
的
生
産
様
式
へ
の
過
渡
を
形
成
し
う
る
」

(
青
木
文
庫
版
第
三
間
一
八
口
六

一
ぇ
・
右
波
文
陣
版
第
三
冊
三
三
八
亙
第
一
部
出
一
回
章
〉
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

レ

l
ュ
ン
は
、

『
活
展
』
の
な
か
の
小
営
業
段
階
を
説
明
し
た
『
第
五
章

工
業
に
沿
け
る
資
本
主
義
の
最
初
の
諸
段
階
』
の
六
を

「
小
営
業
に
お
け
る
商
業
資
本
』
の
説
明
に
あ
て
て
、
小
営
業
段
階
の
市
場
構
造
を
説
明
し
て
い
る
。

レ

l
ニ
Y

に
と
っ
て
は
、

マ

ノレ

ク
ス
の
よ
う
に
商
業
氏
本
・
一
一
品
別
資
本
が
資
本
主
義
的
生
産
の
歴
史
的
前
提
と
な
る
た
め
の
条
件
を
問
題
と
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。

V
1
ニ
ン
は
十
九
世
紀
末
の
ロ
シ
ア
経
済
企
榊
成
す
る
一
つ
の
要
素
と
し
て
の
小
営
業
段
階
主
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

b
、
そ

こ
で
の
商
品
生
産
お
よ
び
商
業
資
本
は
は
じ
め
か
ら
資
本
主
義
経
済
の
枠
の
う
ち
に
あ
る
も
む
な
の
で
あ
る
。

ν

ュ
ン
は
、
商
業
資

本
が
住
民
周
の
分
解
か

b
生
じ
小
営
業
と
結
合
し
そ
れ
と
同
一
性
を
も
ヲ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
商
業
資
本
白
木
質
的
機
能
が
小
生
産
者

皆
本
土
一
義
経
済
の
発
展
段
階

第
八
十
一
巻

。
九
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四
号
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資
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展
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ノ1

D
細
分
位
、
↑
」
市
場
の
拡
大
と
白
木
釣
合
を
克
服
す
る
純
経
済
的
機
能
て
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
白
と
き
の
商
業
利
潤
が
単
な
る
策
略

l

い
わ
ゆ
る
談
波
利
潤
か

b
ば
か
り
ぜ
な
く
こ
の
純
経
済
的
機
能
か

b
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
と
、
と
く
に
商
業
資
本
が
小
生
産
者
を
従

一
属
さ
企
て
「
事
実
上
白
産
業
資
本
」
と
し
て
資
木
主
義
的
家
内
労
働
を
支
配
す
る
に
い
た
る
有
名
な
五
段
階
|
|
全
体
と
し

τと
の
段

階
。
商
業
資
本
の
資
本
主
義
的
性
格
主
、
あ
き
ら
か
に
し
℃
円
る
。

-一、，
h

、

J
J
ム
μ

マ
ル
ク
ス
も
レ

l
ニ
Y

も
小
営
業
と
い
う
生
産
過
程
か

b
段
階
主
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
商
人
資
五
ー
や
高
利
資
本
か

規指ら
定摘段
かす階
らる規
捨だ定
象けを
してし
たあた

る /J'"
」つ

主己

マ
ル
グ
ス
は
こ
れ
ら
の
資
本
に
よ
る
小
生
産
者
四
従
属
た
る
「
中
間
諸
形
態
に
ヲ
い
て
は
、
そ
礼

b
t

(
青
木
文
躍
版
第
三
冊
一
八
O
五
頁
・
岩
波
文
原
版
三
三
八
頁
l
第
一
部
第
一
回
章
)
と
い
っ
て
、
抽
象
的
な
発
展
段
階

マ
ル
グ
ス
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
手
リ
ス
の
小
川
同
業
段
階
の
成
立
を
十
四
世
紀
末
の
農
奴
制
の
消
滅

1
貨
幣
地
代
の

一
全
国
的
成
立

K
関
連
吉
せ
亡
い
る
が
、
そ
れ
左

b
ば
小
営
業
と
封
建
的
生
産
様
式
と
り
関
係
は
ど
う
↓
な
る
の
で
あ
ろ
う
か

n

一
小
営
業
は
一
般
的
に
は
「
農
業
と
の
結
合
」
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
し
た
が
ヲ
て
小
営
業
日
発
展
は
決
民
的
商
品
経
済

l
lい
わ
ゆ

ヨ

シ

ミ

斗

テ

1
u
y

る
「
民
富
」
の
発
展
を
意
味
し
℃
い
司
令
こ
う
し
た
農
民
的
商
品
経
新
の
発
艮
乙
そ
貨
幣
地
代
D
成
立

l
iい
わ
ゆ
る
「
地
代
白
金
約

弓

ン

認

ン

毛

エ

テ

1

ジ
ョ
ン

化
」
日
原
動
力
て
あ
り
、
ま
た
「
地
代
の
金
納
化
」
む
直
接
的
結
果
で
も
あ
っ
た
。

だ
が
、
十
三
世
紀
に
は
イ
ギ
リ
ス
て
部
分
的
に
、
十
六
世
紀
に
は
東
ヨ

l
ロ
ァ
パ
て
農
民
的
商
品
経
済
は
か
え
っ
て
グ
ツ
へ
ル
ア

匂
グ
ト
人
官
民
開
吉
一
せ
封
建
的
土
地
所
有
を
強
化
し
さ
え
し
た
。
イ
ギ
リ

A

D
場
合
、
そ
れ
は
十
三
世
紀
と
く
に
十
四
世
紀
末
に
は
貨
幣

地
代
士
成
立
さ
せ
た
の
小
営
業
日
成
立
と
発
展
は
封
建
的
土
地
所
有
主
あ
る
と
き
に
は
強
化
し
、
あ
る
と
き
に
は
羽
化
苫
せ
色
白
で
あ

る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
貨
幣
地
代
を
成
立
さ
古
た
場
合
に
も
、
そ
れ
は
封
建
的
土
地
所
有
を
排
除
し
た
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で



ヴ
イ
レ

1
ν

「
立
接
的
強
制
」
・
「
鞭
」
の
力
て
農
奴
と
し
て
領
主
に
労
働
地
代
を
支
払
っ
て
い
た
隷
農
は
、
農
奴
か
ら
解
放
さ
れ
な
が
ら
も
、
封
建

カ

ペ

ト

マ

リ

か

ん

ダ

コ

ヅ

ピ

1

ホ
ル
グ
T

地
代
全
賀
川
V

と
っ
た
地
代
概
念
と
し
て
の
ヨ

l
マ
ン
を
除
い
て
は
、
慣
行
小
作
人
・
笠
録
小
作
人
と
し
て
領
宅
に
封
建
地
代
と
し
て
の

貨
幣
地
代
主
支
払
い
領
主
裁
判
所
に
支
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
農
民
は
、
傾
主
と
の
関
係
か

b
み
れ
ば
封
球
的
十
地
所
有

に
従
属
す
る
封
建
哉
氏
て
あ
り
、
か
れ
ら
相
有
一
の
関
係
か

b
み
れ
ば
小
営
業
関
係
に
む
す
ば
れ
た
農
民
て
あ
る
貨
幣
地
代
主
支
払

う
封
建
農
民
の
間
に
、
資
本
ギ
一
議
的
生
産
関
係
が
め
ば
凡
つ
づ
あ
る
の
で
あ
る
。
世
氏
は
こ
う
し
た
二
重
の
関
係
に
あ
る
の
て
あ
b
、

カ

イ

メ

山
一
同
氏
の
聞
の
皆
木
宅
義
的
生
産
の
商
芽
は
ま
だ
領
主
と
山
由
民
?
に
の
封
建
的
生
産
関
係
の
一
般
的
支
配
の
も
と
に
あ
っ
た
。
小
営
業
段
階

一
ご
っ
発
展
段
階
の
抽
象
性
は
、
〈
れ
が
支
配
的
生
産
翌
日

Z
封
建
的
生
産
様
式
を
捨
象
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
と
る
に
あ
り

『
資
本
論
』
は
第
三
部
の
『
第
四
宅
設

資
本
制
的
地
代
の
発
生
史
』
の
な
か
で
》
一
れ
を
復
元
し
て
い
る
。
封
建
的
生
産
関
係
は
前
期

的
資
本
中
共
同
体
の
な
か
に
あ
る
の
で
た
く
、
土
地
所
有
関
係
の
な
か
に
あ
る
。

カ
イ

小
営
業
段
階
C
経
済
構
造
は
主
連
的
生
産
関
係

1
封
延
的
土
地
所
有
の
一
般
的
支
配
口
も
こ
に
台
け
戸
匂
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
前

一
ヂ
ー
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か

b
、
亡
己
ぞ
は
封
建
的
土
地
所
有
者
と
小
商
品
生
産
者
と
し
て
の
農
民
と
の
対
立
が
基
本
矛
盾
て
あ

り
、
由
民
相
互
の
資
本
主
義
的
対
立
は
従
属
矛
居
と
し
て
ま
だ
雨
芽
の
た
か
に
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
絶
対
王
政
の
形
成
は
こ
の
新
し
い

資
木
主
義
的
生
産
関
係
主
利
用
す
る
封
建
制
の
政
治
的
再
編
成
て
あ
る
。

資
本
主
義
的
マ
ヱ
ュ
ク
ァ
ク
チ
ュ
ア
お
主
び
資
本
主
義
的
家
内
封
働
段
階

つ
ぎ
に
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
7
段
階
心
経
済
構
造
を
説
明
し
よ
う
。

太
来
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
ほ
分
業
と
い
う
組
続
的
な
集
団
的
生
産
カ
uu社
会
的
労
働
過
程
に
立
仰
す
る
資
本
王
七
校
生
産
形

皆
本
主
義
経
誌
の
発
展
段
附

第
八
十
一
巻

第
四
号

九



資
本
主
高
経
済
の
発
展
段
階

第
八
十
一
巻

第
四
号

O 

ついよ

J
L
b

の
っ
て
、

「
そ
れ
は
、
大
ざ
っ
ぱ
に
W

っ
て
十
六
位
紀
の
中
葉
か
ら
十
八
世
紀
の
最
後
の
三
分
の
一
期
に
hv
た
る
本
来
的
マ
ニ
ユ

フ
ァ
グ
チ
ュ

7
時
代
の
あ
い
だ
、
資
本
制
的
生
産
過
程
心
待
徴
的
形
態
と
し
て
支
配
的
に
行
わ
れ
る
」
(
背
木
文
庫
版
第
一
一
一
冊
五
六
一
ニ
頁
・

日
波
丈
咋
版
沼
コ
一
川
四
八
宜
第
一
部
第
一
二

1
y

こ
の
占
う
に
マ
ル
グ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
の
マ
一
一
一
一
ブ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階
主
砲
宗
し
て
い
る
が
、
こ
白
時
期
に
マ
一
一
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
が

中
一
定
の
支
配
的
形
態
で
あ
っ
た
わ
け
て
は
左
い
。
い
ま
の
引
用
文
の
な
か
で
、
マ
ル
グ
ス
は
本
来
的
T

一
三
フ
ァ
グ
チ
ュ

7
.か
「
資
本

制
的
生
産
過
程
の
伯
仲
徴
的
形
熊
と
し
て
支
配
的
に
朽
わ
れ
る
」
と
資
へ
て
い
る
が
、
と
こ
で
「
資
本
制
的
生
産
過
程
」
と
hv

っ
て
い
る

の
は
、
さ
き
に
述
べ
た
主
う
に
、
資
不
家
主
肉
体
的
労
働
か
ら
解
放
す
る
程
度
以
f

に
の
賃
労
働
者
群
を
も
っ
資
本
主
義
附
生
産
過
程

こ
こ
で
は
単
純
協
業
・
本
来
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
て
あ
り
、
し
た
が
っ
て
単
純
協
業
と
く

b
ベ
て
本
来
的
マ
一
一
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

ア
が
「
支
配
的
に
行
わ
れ
る
」
左
ら
ば
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

7
段
階
は
成
立
す
る
。

京
酌
」
と
は
単
純
協
業
か
ら
「
分
業
に
も
と
ず
く
協
業

L
t区
別
す
る
形
容
詞
て
あ
る
。
こ
う
し
て
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

7
段
階
を
成

立
せ
し
め
る
指
標
は
あ
く
ま
で
本
来
的
マ
-
二
フ
7

ク
チ
ュ

7
lい
わ
ゆ
る
集
中
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
ゼ
あ
ヮ

τ、
そ
れ
以
外
の

も
の
で
な
い
(
と
く
に
『
資
事
』
第
一
部
第
一
回
主
き
。
だ
が
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
品

7
段
階
て
は
、
本
来
的
マ
一
一
ュ
フ
ァ
グ
千
一
一

ア
は
全
体
の
生
産
主
支
配
し
て
い
た
い
こ
と
わ
γ

怠
味
す
る
マ
ル
ク
ス
は
「
マ
ニ
ュ
フ
ヲ
ク
チ
一
「
ア
は
、
社
会
的
生
産
を
モ
の
全
範

「
本
来
的
マ
一
一
ュ

7

7

F
チ
ュ
ア
段
階
」
の
「
本

四
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
も
、
そ
の
深
部
に
♂
い
て
変
革
す
る
こ
と
も
て
き
た
か
っ
た
。

マ
一
一
ュ
フ
ァ
グ
チ
ι
ア
は
、
都
市
手
工
業
と

山
氏
村
家
内
工
業
と
の
広
初
日
な
基
礎
の
う
え
に
、
経
済
的
作
品
と
し
で
そ
び
え
立
っ
た
」

(
青
木
文
庫
版
第
三
冊
六

O
九
頁
・
岩
波
文
庫
版
第

三
冊
一

O
三
頁
第
一
部
第
二
一
章
)
と
述
べ
て
W
る。

己
う
し
て
マ
ニ
ュ

7
7
ク
チ
ュ

7
段
階
と
は
、
同
時
比
並
存
す
る
「
都
市
手
工
業
と
最
村
家
内
工
業
」

1
i小
営
業
と
比
較
す
れ
ば



よ
来
的
マ
一
一
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア

ω
生
産
は
知
的
に
劣
り
、
単
純
協
業
と
く

b
，
へ
れ
ば
木
来
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
が
優
勢
て
あ
る
時

代
と
h
d

う
こ
と
に
左
右
。

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
7
段
階
に
は
、
そ
の
資
本
主
義
的
経
済
構
造
は
小
営
業
の
広
汎
な
基
礎
の
う
え
に
本
来

的
マ
ニ
ュ
ブ
ァ
グ
チ
ュ
ア
が
モ
び
え
た
つ
と
い
う
主
層
的
榊
造
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
木
来
的
マ
一
二
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
白
な
か

に
ハ
ッ
キ
リ
し
た
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
形
恐
士
も
つ
に
W
た
っ
て
い
る
。
マ
ニ
品
ブ
ァ
グ
チ
ュ
ア
段
階
と
?
っ
概
念
は
そ
う
し
た

も
の
の
な
か
か
ら
本
来
的
マ
コ
ュ
ブ
ァ
チ
ュ
ア
セ
抽
出
し
て
つ
く

b
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

本
来
的

7
2
フ
ァ
グ
チ
ェ
ア
が
小
営
業
の
広
汎
な
基
礎
の
う
え
に
そ
び
え
立
つ
経
済
的
作
品
て
あ
る
と
す
O
な
ら
ば
、
マ
一
一

ユ
プ
ァ
グ
チ
ュ
ア
段
階
Q
資
本
主
義
的
構
造
立
小
常
業
と
本
来
的
マ
一
二
フ
ァ
グ
チ
品
ア
と
の
複
合
体
て
あ
る
と
い
う
己
と
に
た
る
。

こ
こ
か
ら
二
つ
の
重
要
な
結
論
が
で
て
く
る
。

そ
の
一
つ
は
、
マ
ユ
品
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
的
分
業
が
作
業
過
程
を
細
分
し
専
門
化
し
自
立
せ
し
め
る
E
と
に
よ
っ
て
、
本
来
的
マ
ニ
ユ

フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
は
社
会
的
分
業
さ
ら
に
は
地
域
的
介
業
を
一
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
商
工
業
青
農
業
か
ら
部
分
的
た
が

b
分
離
さ
ぜ

τ

商
工
業
都
市
お
よ
び
商
工
業
村
落
を
形
成
さ
せ
る
。
こ
れ
は
わ
た
し
た
ち
が
マ
ニ
ユ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
段
附
を
し
る
簡
単
な
指
標
で
あ
る

と
と
も
に
、
新
し
い
資
本
主
義
的
生
産
関
係
は
商
工
業
都
市
お
よ
び
商
ア
し
業
村
落
の
な
か
に
自
分
の
拠
点
を
も
っ
と
と
と
た
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
資
本
主
義
は
一
つ
の
統
一
体
と
↓
な
る
こ
と
が
J

し
き
る
会
資
本
論
』
第
一
部
第
一
一
一
章
・
『
発
展
』
第
六
幸
四
参
照
)
ロ

モ
の
こ
に
、
本
来
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
は
平
の
広
汎
た
基
礎
を
な
し
て
い
る
小
営
業
主
、
買
占
資
本
と
し
て
原
料
を
販
売
し
掛

売
り
ま
作
製
品
を
買
占
し
、
き
ら
に
事
実
上
の
産
業
資
本
と
し
て
原
材
料
と
き
に
は
道
具
を
支
給
し
て
加
工
賃
ゼ
製
品
を
つ
く

b
せ
て

小
営
業
者
仕
事
実
上
の
賃
労
働
者
に
転
化
さ
せ
る
と
と
で
あ
る
。

マ
エ
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ

7
経
営
者
が
こ
う
し
た
買
占
人
を
か
ね
る
と

と
、
さ

b
に
路
大
た
資
本
主
義
的
家
内
労
働
者
を
つ
か
う
こ
と
|
|
産
業
資
本
と
商
業
資
本
と
の
こ
う
し
た
結
合
の
仕
方
は
マ
エ
ュ

資
本
主
義
経
済
の
発
展
段
階

第
八
十
一
巻

第
四
号



資
本
主
義
経
済
の
発
展
段
階

第
八
十
一
巻

回

第
四
号

ア
ァ
ク
チ
ョ
ア
段
階
の
件
付
徴
的
現
象
己
あ
る
(
一
発
段
』
第
六
平
六
・
七
事
照
)
。

レ
l
ニ
ン
は
マ
ニ
ュ
ア
ァ

F
チ
品
ア
段
階
に
お
け
る
本

米
的
マ
一
一
三
ア
ァ
グ
チ
ュ
ア
と
小
営
業
の
重
層
性
を
こ
の
よ
う
K
連
関
づ
け

τ
い
る
の

V
l
一一一
J

は
こ
こ
に
着
目
し
亡
、

寸
ル
ク
ス
の

本
来
的
マ
=
ュ
ア
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階
を
、

「
資
本
主
義
的
守
一
三
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
お
よ
び
資
本
主
義
的
家
内
労
働
」
段
階
と
た
づ
け
た
。

マ
二
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階
の
資
本
主
義
的
構
造
は
、
木
来
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
品
ア
が
商
工
業
的
都
市
ま
た
は
村
落
色
拠
点
と
し

亡
周
辺
の
農
民
的
小
館
業
を
支
配
す
る
組
織
で
あ
る
の
資
不
主
識
的
生
産
様
式
は
こ
こ
て
は
す
で
に
統
一
体
に
な
っ
て
い
る

Q

さ
て
、

ν
l
ニ
ン
は
、

マ
三
ュ
フ
ァ
グ
ナ
ュ
ア
段
階
に
わ
け
る
資
本
主
義
的
家
内
労
働
の
己
う
し
た
普
及
に
づ
い
て
の
こ
つ
の

五
件
を
あ
げ
て
い
る
。
第
一
は
分
与
地
へ
の
農
民
の
言

1
3ま
く
い
え
ば
農
民
が
土
地
全
保
有
長
生
し
て
独
立
経
営
主

一
い
と
た
む
こ
と
て
あ
白
、
第
二
は
農
民
居
心
分
解
て
あ
る

1
没
落
問
が
資
本
主
義
的
家
内
労
働
に
従
事
し
上
昇
層
が
か
れ

b
に
仕
事

一一乞だ

T
代
理
人

N
Z
S
Oロ自
E
Z刊
に
な
る
(
三
一
日
』
品
三
主
吉
川
〉

3

一
こ
う
し
て
資
本
主
義
的
家
内
労
働
普
及
の
経
済
的
主
強
ば
封
建
的
生
産
関
係
心
も
と
に
予
Q

農
民
厄
の
分
解
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
こ
う
し
た
農
民
間
の
分
解
は
、
小
営
業
段
階
の
と
こ
ろ
〈
説
明
し
た
よ
う
に
、
封
挫
的
土
地
所
有
の
も
と
で
の
新
し
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的

現
象
と
し
℃
起
る
己
と
が
で
き
る
。
だ
か
口
、
本
来
的
マ
一
一
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
段
階
は
封
建
的
生
産
関
係
の
な
か
で
白
資
本
主
義
経
営

と
し

τお
己
っ
た
。

さ
さ
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
ナ
ュ
了
段
階
は
十
六
世
紀
中
葉
か
ら
十
八
世
紀
の
最
後
の
三
分
の
一
期
ま
て

り
期
間
て
あ
る
。
そ
れ
に
苫
さ
だ
っ
て
十
五
世
紀
の
最
後
の
三
分
の
一
期
か
ら
、
封
佐
的
土
地
所
有
者
に
よ
る
収
羊
凶
込
運
動
が
は
じ

ま
り
、
慣
習
小
作
人
・
登
録
小
作
人
は
土
地
を
う
ば
わ
れ
て
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
に
な
り
、
こ
の
述
酬
が
き
た
る
べ
き
マ
一
一
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

ア
段
防
士
用
意
し
た
。
こ

ω
問
込
運
動
は
領
主
が
悦
羽
小
作
人
・
登
録
小
作
人
士
前
日
叩
し
て
封
建
的
土
地
所
有
企
解
体
す
る
方
法
て
あ



匂
が
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
牧
羊
四
込
は
い
わ
れ
る
ほ
ど
同
恨
の
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
慣
習
小
作
人
・
登
録
小
作
人
は
広

く
存
在
し
た
。
士
た
イ
ギ
リ
ス
革
命
は
封
位
的
土
地
所
有
者
に
こ
れ
ら
の
小
作
人
主
土
地
か
ら
追
放
す
る
権
利
一
色
る
た
L
た
が
、
か
れ

日
が
完
全
に
権
利
主
行
使
て
き
る
だ
け
り
技
術
的
基
礎
が
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
決
村
て
は
、
封
建
的
土
地
所
有
は
、
上
か
ら
徐
々
に

併
体
さ
れ
℃
い
っ
た
が
、
そ
の
完
全
な
昨
体
は
十
八
位
紀
六

0
年
代
に
は
じ
ま
る
第
二
次
回
込
運
動
に
主
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二
O
O年
κ
わ
た
る
イ
ギ
リ
ス
の
マ
一
一
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
段
階
の
経
済
構
造
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
ぜ
あ
ろ
う
1

|

二
方
で
は
、
封
述
的
生
産
関
係
は
領
主
1
慣
習

1
登
録
小
作
人
関
係
と
し
て
弱
ま
り
な
が

b
広
く
存
在
し
た
。
領
主
み
ず
か

b
囲
込
に

一
の
っ
て
と
れ
を
次
第
に
解
体
し
て
W
っ
た
。
他
方
て
は
、
新
L

W
資
木
主
義
的
生
産
関
係
は
、
工
業
て
は
本
来
的
マ
ニ
ュ
ブ
ァ
ク
チ
ュ

一
ア
が
商
工
業
都
市
を
拠
点
と
し
て
周
辺
の
農
民
的
小
主
主
支
配
し
、
農
業
て
は
閤
込
地
に
資
本
主
義
的
借
地
農
業
が
、
慣
習
H
H
登
録

小
作
人
を
追
放
し
な
が
ら
進
展
し
て
い
っ
た
。

一
般
的
に
い
っ
て
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
が
商
工
業
都
市
主
拠
点
と
し
、
し
か
も
全
国
的
布
場
綱
に
よ
っ
て
相
互
に
結
合
し
た
統

一
体
に
主
て
m

住
民
し
、
し
た
が
っ
て
資
本
主
義
的
矛
盾
も
顕
在
化
し
て
き
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
草
命
後
の
イ
ギ
リ
ス
な
と
を
の
ぞ
い

て
、
主
だ
従
属
矛
屑
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
謀
本
的
に
は
封
建
的
牛
辺
関
係
に
崎
わ
れ
そ
れ
と
対
立
し
て
い
た
。
乙
己
て
は
資
本
主
義

山
矛
日
は
こ
の
一
基
本
矛
屑
解
決
の
一
環
と
し
て
の
役
割
を
は
た
す
こ
と
と
た
る
。
イ
ギ
リ
ス
ヰ
命
・
フ
ラ

Y

ス
大
革
命
な
ど
り
古
典
的

山
民
革
命
は
と
の
こ
と
を
明
証
し
て
い
る
(
畑
江
英
一
編
『
一
川
民
平
命
の
理
論
』
第
六
章
参
照
)
。

機
械
制
大
工
業
段
階

こ
れ
に
ヲ
い
て
は
、
機
械
制
大
工
業
段
階
た
る
十
九
世
紀
末
の
ロ
シ
ア
経
済
を
研
究
し
た
「
発
展
』
が
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
は
こ
こ

資
本
主
義
経
清
の
発
展
段
階

第
八
十
一
巷

五

第
四
号



資
本
主
義
経
済
の
発
展
段
階

第
八
十
一
巻

~ノ、

第
四
号

四

九ケ
b
直
後
に
方
法
を
ま
な
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
わ
た
し
は
簡
単
に
す
ま
し
て
よ
い
。

機
械
制
大
工
莱

l
工
場
は
、
資
本
主
義
的
生
産
士
道
具
に
立
脚
す
る
協
業
・
分
業
な
ど
の
人
間
労
働
の
主
観
的
組
織
か
ら
解
放

し
て
、
協
栄
・
分
業
を
そ
れ
ぞ
札
の
要
因
と
し
て
内
包
す
る
機
械
的
た
客
観
的
組
織
に
転
形
し
た
。
機
械
制
大
工
業
H
H
工
場
は
資
本
主

一
義
的
生
産
と
し
て
の
最
後
の
原
型
を
ふ
く
ん
て
い
る
。
産
業
革
命
は
こ
の
機
械
制
大
工
業

l
工
場
の
成
立
過
程
を
さ
し
て
い
る
が
、
イ

一
ギ
リ
ス
て
は
そ
れ
は
7

一
三
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階
が
終
る
十
八
世
紀
の
最
後
の
三
分
の
一
期
か

b
一
八
三

0
年
代
に
進
行
す
る
。

機
械
制
大
工
業
段
階
は
マ
ニ
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
段
階
と
は
本
質
的
に
異
っ
て
い
V

る
。
マ
一
一
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階
て
は
本
来
的
マ
一
一

一
一
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
は
封
建
的
社
会
榊
成
体
の
部
分
構
成
は
す
ぎ
な
い
が
、
機
械
制
大
工
業
段
階
て
は
、
機
械
制
大
土
業
、
さ
b
に
イ
ギ

リ
ス
て
は
近
代
的
大
設
業
は
社
会
的
生
産
心
圧
倒
的
部
介
を
と

b
ぇ
、
し
た
が
っ
一
て
資
本
主
義
的
生
産
段
式
が
社
会
的
生
産
主
支
配
す

J

一
る
資
ボ
ム
ナ
義
的
社
会
府
吹
体
が
成
す
す
る
。
産
業
革
命
L
r

は
士
た
と
の
資
本
主
義
的
社
会
側
成
体
の
形
成
過
程
て
あ
る
。

だ
が
、
資
本
主
義
的
社
会
構
成
体
が
成
立
し
た
か
ら
と
い
っ
℃
、

機
械
制
大
生
産
だ
け
が
存
在
す
司
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な

v， 

マ
作
グ
九
は
、
イ
ギ
リ
九
に
つ
い
で
「
イ
ギ
リ
ス
ゼ
は
、
経
済
的
編
制
か
ら
み
た
近
代
的
社
会
が
最
も
広
汎
・
最
も
典
型
的
に
発

艮
し
て
い
4
9

乙
と
は
ι了
え
へ
く
も
た
可
い
。
と
は
い
え
、
と
の
固
で
す

b
、
こ
の
階
級
的
編
制
は
純
粋
に
は
現
わ
れ
主
い
。
こ
の
国
て
も

(
州

K
村
て
は
都
市
て
よ
り
も
比
較
に
な

b
ぬ
ほ
ど
僅
か
だ
と
は
い
え
)
中
間
H
H
お
よ
び
過
渡
諸
段
階
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
限
界
諸
規
定

を
隠
被
し
て
い
る
」
(
苛
木
文
時
版
第
二
ニ
叶
一
二
四
五
一
A
・
岩
波
文
坪
仮
第
一
一
冊
目
五
二
耳
1
第
三
部
第
五
二
軍
〕
と
述
べ
て
い
る
し
、
ま
た

「
資
本
論
n
h

清
一
部
『
第
二
ニ
草

機
械
乙
ー
大
工
業
』
の
『
第
八
節

天
工
業
に
上
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ

F
チ
ュ
ア
、
手
工
業
、
治
よ
ぴ
家

内
労
倒
の
変
革
』
の
な
か
て
、
機
械
制
大
工
業
が
支
配
す
る
そ
の
イ
ギ
リ
ス
に
治
げ
る
中
間
的
・
過
渡
的
諮
段
階
が
く
わ
し
く
説
明
さ

ウ

グ

ヲ

Y

T

V

コ
ン
の
小
川
百
築
設
陪
・
マ
一
一
一
一
プ
ァ
グ
チ
ュ
ア
段
階
が
機
械
制
大
工
業
段
階
白
ロ
シ
ア
経
済
心
部
分
桝
成
の
規
定
て

れ
て
い
る
。



あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ど
も
説
明
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
封
建
的
生
産
様
式
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
一
ろ
う
か
。

マ
ル
グ
ユ
は
、
イ
ギ
リ
ペ
て
は
中
間

l
bよ
む
過
渡
諸
段
附
は
「
政
村
ノ
し
は
部
而
て
よ
り
も
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
僅
か
だ
」
と
述
べ

て
い
る
。
産
業
革
命
の
一
環
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
造
業
革
命
は
領
地
か
ら
独
立
農
民
を
ほ
と
ん
ど
清
掃
し
て
資
本
主
義
的
借
地
大
農
業

主
代
置
し
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
封
建
的
土
地
所
有
は
近
代
的
土
地
所
有
に
転
形
し
、
封
建
的
土
地
所
有
が
存
在
す
る
余
地
は
な
く
な

っ
た
。

つ
あ
っ
た
が
、
モ
れ
て
も
封
建
的
生
産
様
式
は
服
役
制
皮
と
し
て
広
く
残
っ
た
。
だ
が
、
レ

l
ニ

γ
は、

ロ
シ
ア
て
は
、

一
発
展
』
が
く
わ
し
く
説
明
し
て
い
切
Q

よ
う
に
、
農
業
は
封
建
的
地
主
・
也
氏
双
方
か

b
著
し
〈
資
本
主
義
化
し
つ

『
発
展
』
が
モ
の
た
め
の
経

済
的
分
析
の
役
割
台
は
J

こ
し
た
一
九

O
三
年
む
『
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
綱
領
』
の
な
か
で
、

に
+
丈
陀
的
な
生
定
様
式
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
、
地
主
、
国
家
る
る
い
は
同
友
首
長
へ
の
勤
労
大
衆
の
没
奴
的
隷
属
に
基
礎
主
お

一
く
、
わ
が
国
の
旧
来
の
前
資
一
主
義
的
制
度
口
き
わ
め
て
多
数
の
残
存
物
が
保
存
さ
れ
て
い
w

匂
」
(
『
ν
l
一
一
ン
全
集
』
第
六
巻
折
込
の
『
研

究
の
し
お
り
』
第
六
車
二
一
五
)
と
述
べ

τ
い
る
。

「
ロ
シ
ア
て
は
、
資
本
主
義
は
す
て

レ
一
一

Y

に
と
っ
て
は
、

長
奴
制
度
が
広
汎
に
残
存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
〆
ず
、

そ
れ
は
資
不
主
義
的
社
会
榊
成
体
の
な
か
の
封
建
造
制

1
部
分
桝
成
に
な
っ
て
し
ま
っ

τ
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
亡
ロ
シ
ア
の
十
九

世
紀
吉
機
械
制
大
工
業
段
階
J

し
は
、
機
械
制
大
工
業
し
た
が
っ
て
資
本
家
と
賃
労
働
者
と
か

b
な
る
階
級
桝
成
が
経
済
的
に
支
配
的

で
あ
っ
た
が
、
し
か
も
な
お
中
間
的
・
過
渡
的
諮
段
階
と
く
に
資
本
主
義
的
問
極
分
解
を
と
げ
ヲ
つ
あ
る
広
大
な
農
民
大
衆
が
封
建
遺

制
。
も
と
に
く
る
し
ん
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
怪
畏
』
は
機
械
制
大
工
業
ば
か
り
で
あ
く
、
「
資
本
論
』
の
発
展
理
論
が
捨
象
し
た
部
分

構
成
主
も
復
元
し
た
り
て
る
-
9
0

こ
こ
て
は
、
資
本
家
階
級
乙
労
働
者
階
級
と
の
資
本
主
義
的
対
江
が
基
本
矛
盾
て
あ
る

l
lそ
札
は

資
本
主
義
経
済
の
発
肢
段
階

第
八
十
一
巻

-t 

第
四
円

五
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号

ノ、

機
械
制
大
産
業
に
お
け
る
明
確
化
し
た
矛
盾
か
ら
両
極
分
化
を
と
げ
つ
つ
あ
る
良
民
大
衆
に
お
け
る
荊
芽
的
な
矛
盾
士
て
あ
る
。
そ
し

て
百
平
主
義
的
た
分
解
を
と
げ
つ
つ
あ
る
良
民
大
衆
の
封
注
的
土
地
所
有
に
対
す
る
対
立
が
従
属
矛
盾
と
な
っ
て
く
る
。
封
建
的
土
地

所
有
に
対
す
る
農
民
の
闘
争
は
こ
こ
さ
は
プ
ロ
V

グ
リ
ア
ト
白
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
対

T
る
闘
争
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
己

と
に
な
る

3

ν
l
ニ
Y
O
有
名
な
労
長
独
裁
論
は
こ
の
う
え
に
き
ず
か
れ
℃
い
る
(
柑
江
英
一
制
『
市
氏
本
命
の
理
論
』
第
七
軍
参
照
)
。

第
三
節

機
械
制
大
工
業
の
二
つ
の
発
展
段
階

一
大
部
分
を
支
配
し
、
資
本
主
義
的
社
会
和
成
体
が
成
立
し
て
以
米
、
二

O
O年
ち
か
く
に
な
る
。
そ
の
問
、
社
会
主
義
的
社
会
緋
成
体

に
か
わ
ヮ
た
国
々
を
除
い
て
は
、
大
部
分
の
聞
は
機
械
制
大
産
業
に
立
脚
す
る
資
本
主
義
的
社
会
榊
成
休
を
つ
づ
け

τき
た
。
資
本
主

イ
ギ
リ
λ

て
産
業
革
命
が
十
八
世
紀
の
最
後
日
三
分
の
一
期
に
は
じ
ま
っ
て
、
機
械
に
立
脚
す
る
虚
業
資
本
が
J

仕
会
的
生
活
り

義
的
止
つ
止
力
は
発
旧
民
し
桐
対
的
剰
余
価
値
は
増
加
し
、
そ
れ
と
と
も
に
資
木
の
有
機
的
榊
成
は
た
か
ま
り
生
産
手
段
生
産
部
門
の
比
重

一
は
非
叩
に
た
か
ま
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

b
ず
こ
う
し
た
資
本
主
義
経
済
の
発
肢
が
機
械
制
大
工
業
の
基
礎
の
う
え
て
そ
の

原
川
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
は
か
わ
り
は
な

w
。
産
業
資
本
主
義
と
独
占
資
本
主
義
、
ま
た
自
由
主
義
と
帝
国
主
義
は
お
な

じ
崎
械
制
大
工
業
段
階
ま
た
は
資
本
主
義
的
社
会
構
戊
体
の
二
つ
の
発
日
比
段
階
て
あ
る
。
だ
か

b
、

『
資
本
論
』
の
構
造
浬
論
は
お
な

一
じ
く
こ
れ
ら
の
一
一
つ
の
発
展
段
階
に
あ
て
は
ま
る
。
だ
が
、
い
ま
ま
で
の
小
枠
内
業
段
階
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階
・
機
械
制
大
工

業
段
階
と
い
っ
た
区
分
の
基
準
は
剰
余
価
値
の
生
産
と
く
に
『
資
本
論
』
第
一
部
白
『
第
四
鮪

相
対
的
剰
余
価
の
生
産
』
で
あ
っ
た
。

産
業
氏
本
主
義
か
ら
独
占
件
以
京
主
義
へ
の
発
肢
が
機
械
制
大
工
業
と
い
う
相
対
的
剰
余
価
値
の
命
な
じ
生
産
方
法
の
基
礎
の
う
え
の
発

艮
て
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
二
つ
の
発
展
段
階
を
区
別
す
る
某
準
は
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
て
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
具
体
的
な
概
念



で
な
け
れ
ば
な
ら
左
い
。

独
占
資
ー
一
本
士
下
由
主
産
業
資
本
主
義
か
ら
区
別
す
る
主
礎
的
な
契
機
は
資
本
主
義
的
独
占
の
形
成
て
あ
り
、

レ
l
一一
Y

も
モ
の
『
帝
国

主
議
論
ー
ケ
v
一
『
生
産
の
集
積
と
独
占
』
門
市
一
三
ナ
ロ
は
じ
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
て
、
こ
の
資
本
主
義
的
独
占
の
形
成
|
|
「
生
産
の

と
独
占
』
は
、
刺
余
佃
怖
の
止
一
産

r
閃
ず
る
概
念
て
は
な
く
て
、

一
資
本
論
』
第
一
部
「
第
七
篇

資
木
白
蓄
積
過
程
』
の
「
第

，."，. 

資
本
制
的
苦
杭
の
一
般
的
法
則
』
の
な
か
の
「
第
二
節

苓
殺
と
そ
れ
に
伴
う
集
積
と
の
進
行
中
に
お
け
る
可
変
資
本
部
分

け
府
対
的
減
少
一
の
と
ご
ろ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
モ
と
て
は
、
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
』
と
い
う
概
念
は
直
接
的
再

1
4
辺
毘
に
主
げ
る
資
本
心
有
機
的
榊
成
の
両
度
化
と
い
う
は
念

rま
ゼ
具
体
化
さ
れ
、
そ
む
も
と
で
匂
姑
張
再
生
産
過
程
と
関
連
し

て
河
本
山
古
川
税
・
集
中
と
独
占
と
が
説
明
さ
れ
て
円
い
る
。
だ
か
ら
独
占
資
式
主
義
士
産
業
資
本
主
義
か
ら
区
別
す
る
基
礎
的
主
契
機
て

『
第
四
篇

あ
る
独
占
の
形
成
は
、

一
程
』
ー
か
序
回
説
明
さ
れ
て
い
る
ロ

一
百
十
五
』
は
、
吉
本
心
蓄
積
過
程
」
の
な
か
で
、
独
占
形
成
の
必
然
性
を
理
論
化
し
た
が
、
し
か
も
そ
れ
は
当
時
の
現
実
主
土

市
と
し
て
民
議
資
本
相
克
問
の
自
由
競
争
を
前
提
と
し
て
理
論
主
柑
成
し
亡
い
っ
た

!
l平
均
利
潤
と
生
産
価
格
・
そ
の
う
え
に
き
ず

『
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
」
に
属
ず
る
機
械
制
大
工
業
よ
り
更
に
具
体
的
な
概
念
ノ
て
あ
る
『
資
木
の
蓄
積
過

九

J
h
て
い
る
両
業
利
潤
と
利
子
と
地
代
・
資
本
主
古
川
山
的
階
級
制
制
。

『
資
不
論
』
は
産
業
資
本
主
義
の
椛
造
理
論
て
あ
り
、

「
発
展
』

は
広
1
1
伐
木
主
義
段
階
の
ロ
シ
ア
経
、
凶
心
具
体
的
た
経
済
榊
造
を
あ
き

b
か

r
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

レ
ニ
ン
日
『
帝
国
主
義
論
』
は
一
資
本
論
』
と
か
な

U
ち
が
っ
た
府
成
主
し
め
し
て
い
る
。

『
資
本
論
』
の
左
か
で
そ
れ
へ
の
一
傾

向
と
し
て
説
明
さ
れ
て
h

る
一
資
本
の
集
税
と
独
占
』
が

『
帝
国
主
義
論
』
て
は
二

O
世
紀
以
後
の
資
本
主
義
経
済
の
一
現
実
的
土
台

に
据
え
ら
れ
、
そ
の
恭
憾
の
う
え
に
銀
行
・
資
木
の
輸
出

と
い
っ
た
順
序
て
新
し
い
妥
因
が
考
人
吉
れ

τ、
独
占
資
本
主
義
す
な

資
本
主
義
経
許
の
発
展
段
階

第
八
↓
一
巻

九

第
四
号

4コ
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，'-

わ
ち
「
帝
国
主
一
棋
の
経
済
的
本
質
」
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
だ
か

b
、
そ
れ
は
独
占
資
本
主
義
を
そ
の
最
も
本
質
的
・
一
般
的

た
特
徴
刊
r
b
具
体
的
な
特
徴
へ
と
具
体
的
に
規
定
し
て
ゆ
一
く
と
い
う
榊
成
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
て
は
、

『
資
本
論
』
の
研
究
方
法
に
し
た
が
っ
て
ー
も
し
わ
た
し
た
ち
が
独
占
資
本
主
義
か

b
独
占
を
捨

『
帝
国
主
義
論
』
は
独

占
資
本
正
哉
の
棺
造
理
論
て
あ
え

象
ず
る
ぽ
b
ば
、
そ
こ
に
ほ
産
業
資
本
主
義
が
抽
象
さ
れ
、
問
て

ω
か
ぎ
り
て
『
資
本
論
』
の
理
論
が
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
て
あ
マ
ο
ぅ。

同
じ
己
と
を
抽
象
m

b
具
体
へ
と
い
う
叙
通
左
京
ロ
い
え
ば
、

国
主
注
入
し
て
理
論
化
す
れ
ば
、
独
出
資
本
主
義
の
構
造
理
論
が
て
き
る
。
モ

ω
出
品
味
て
は
、

『
資
本
論
』
り
型
論
に
独
占
・
銀
行
・
資
本
輸
出
と
い
う
新
し
h
妥

『
資
本
論
』
は
、
あ
た
か
も
価
値
現
諭

日
日
制
川
余
価
値
理
論
な
ど
の
基
礎
理
論
て
あ
る
の
と
同
じ
く

『
帝
国
主
義
論
』
り
基
礎
理
論
て
あ
る
と
と
も
に
、
独
占
資
本
主
義
段
階

に
さ
さ
だ
っ
産
業
資
本
主
義
段
階
の
榊
造
斑
論
て
も
め
り
う
る
一

ω
で
あ
る
。
だ
が
、

に
新
し
い
要
因
主
導
入
す
れ
ば
よ
か
コ
た
の
で
あ
る
。

レ
一
一

Y

は
『
資
太
諭
』
を
前
提
し
、
そ
の
う
え

『
帝
国
主
義
論
』
む
こ
う
し
た
構
造
限
前
と
し
て
の
性
格
か

b
し
て
、

『
帝
国
主
義
論
』
は
二

O
世
紀
以
降
の
経
済
的
変
化
心

な
か
か

b
帝
国
主
義
士
抽
象
し
℃
研
究
し
た
「
波
頭
心
理
論
」
で
あ
っ
た
|
|
v
i
ニ
Y

は
一
九
一
九
年
目
『
党
綱
領
に
炉
ん
す
る
報

告
』
の
な
か
ゼ
「
帝
悶
主
義
は
資
本
主
義
白
上
部
桝
造
て
あ
る
」
(
『
レ
l

ニ
ン
二
巻
選
集
』
第
一
の
一
分
冊
一
九
五
頁
)
と
い
っ
た
が
、
『
帝
国

一
主
義
論
一
は
こ
の
「
資
本
主
義
白
土
部
構
造
」

1
独
占
資
本
だ
け
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
。
『
帝
国
主
義
論
』
は
資
本
主
義
白
「
下

市
拙
泣
」

H
H

一
般
資
本
主
義
を
あ
き

b
か
に
し
て
い
な
い
。
し
か
も
独
占
資
本
主
義
ま
た
は
帝
国
王
義
の
段
階
心
経
済
構
造
は
こ
り

「
上
部
憎
造
」
と
「
下
部
構
造
」
乙
の
複
合
体
て
あ
匂

反
対
し

τ
、

レ

ニ

γ
は
さ
き
の
『
報
告
」
の
な
か
で
帝
国
主
一
足
段
閣
の
経
済
構
造
を
帝
国
主
義
だ
け
に
単
純
化
し
よ
う
と
し
た
プ
ハ

l
リ
ン
に

「
而
問
主
義
は
資
本
主
義
の
上
部
桁
浩
ご
あ
」
り
、
実
践
的
一
様
阻
む
解
決
に
は
こ
の
「
下
部
構
造
」
の
同
閣
が
重
要
で
あ



を
デ
イ
7
ア
イ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
独
占
資
本
の
形
成
は
平
均
利
潤
法
川
中
一
変
容
し
亡
、
注
業
資
本
主
義
段
階
白
「
総
資
本
」
士
、
独
占
利
潤
を

う
る
独
占
資
木
と
平
均
利
潤
さ
え
得
ら
れ
な
い
中
小
資
本
と
に
分
裂
さ
せ
る
。
己
ラ
し
て
こ
れ
土
て
の
中
間
的
・
過
波
的
諮
段
階
に
あ

だ
ら
し
〈
中
小
汽
本
主
て
が
参
加
し
て
く
る
。
独
占
資
本
主
長
段
階
に
お
け
る
独
ム
口
氏
木

1
「
上
部
桝
造
」
と
「
下
部
構
造
」
の
内
容

の
変
化
|
|
収
翠
者
と
被
収
卒
者
乙
の
内
詐
心
支
化
が
、
プ
ロ

μ
グ
リ
ア

l
ト
指
導
の
全
「
下
部
構
造
」
白
統
一
晩
線
に
よ
る
反
独
占

別
争
の
経
済
的
指
躍
な
心
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
一
九
三
五
年
の
人
民
快
線
戦
術
か

b
発
日
出
ヲ
る
人
民
民
主
主
義
本
命
理
論
が
形
成
さ
れ

て
く
る
(
細
江
花
一
稲
『
市
民
平
命
的
川
江
川
』
前
b
h収
容

m
u
o

わ
た
し
た
ち
は
い
ま
士
て
発
防
段
階
叩
怖
を
あ
ま
り
に

3
2川
純
に
川
一
仰
し
す

f
て
い
た
。
完
成
段
階
別
論

t
-
つ
む
発
段
段
階
を
杭

時
ず
る
多
椋
な
経
済
的
桝
成
一
氏
京
り
市
川
間
性
心
担
論
に
発
良
さ
官
、

一
つ
の
発
民
段
附
ゃ
い
く
つ
か
の
段
附
白
統
一
た
る
「
桝
造
」

白
川
正
一
州
に
発
民
さ
せ
る
こ
と
が
必
曳
て
あ
る
。
阪
雑
な
上
部
桝
浩
を
刷
出
解
で
き
る
経
済
州
諭
は
、
再
住
産
表
式
在
校
し
た
「
桝
造
L

D

剤
治
て
な
く
、
多
限
性
の
統
一
ど
内
容
と
し
た
「
榊
治
」
の
児
前
で
な
け
れ
ば
な

b
た
い
。
と
こ
て
の
わ
た
し
臼
仕
事
は
、
抽
象
的
な

花
岡
山
段
附
配
治
主
そ
れ
ぞ
れ
の
段
附
白
「
桝
造
」
の
m
叫
ん
川
に
完
成
さ
す
〕
る
」
法
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
D

一
つ
の
例
証
を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
っ
J
た。

町
川
本
主
義
経
済
の
廷
段
段
階

鰐
八
十
一
巻

約
四
号

プL




